
 

 

【 『友のしょうぞう画』での中心発問での反応 】 

 

＜「友のしょうぞう画」という作品を見つけたとき、 

和也はどんな気持ちになったのでしょうか。＞ 

 

・こんなにぼくのことを思っていてくれるなんてすごくうれしい。ありがとう。 

 正ちゃん、ぼくのことが嫌いになったわけではなく、筋肉が弱くなって、かきたくても

かけなかったんだ。正ちゃんはぼくのことをずっと思っていたんだ。 

                                   （A 児） 

 

・和也は、自分のもっていた不安や心配を忘れてうれしくなって１年間手紙をくれなかっ

たことを知って正一に「ありがとう」と正一に言いたくなって、たまらない気持ちにな

って、なみだを出してしまうくらい正一のことが好きだから、うれしくてたまらない。 

                                   （B 児） 

 

・正一はオレのために、１年もかけて、この絵をほったんだな。それなのにオレは、正一

のことを考えずに１年を過ごしたんだな。（たぶん） 

本当にそっくりだな。正一は、オレの顔見なくてもがんばっているんだな。 

                                  （C 児） 

 

【 『友のしょうぞう画』での授業後の感想 】 

 

・心のそこから、とっても、気持ちいいかんじでした。 

 とってもありがとうってかんじでした。 

 また聞きたいです。 

 すごく安心しました。 

 とってもだきしめられるかんじでした。 

                       （D 児 終末で紹介した歌を聞いて） 

 

・今日、このじゅぎょうをうけて友達のたいせつさ、やさしさをしりました。 

 もっともっとたくさんの友達をつくってうけたやさしさのおんがえしをしたいです。 

                                    （E 児） 

 

・今日は『友のしょうぞう画』というじゅぎょうをしました。 

 和也や正一の思いは、「固く」「強く」つながっていて（男の友情ってビミョーにわかん

ないけど）とにかく友達は大切にしなきゃね。 

                                    （F 児） 

Ｃ－２ 児童の感想 


